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BeitragezurKlinikderTuberculoseBd.79,H.2,1932.

喉 頭 結 核 症 ノ「レ ン トゲ ン 」富 眞 像

A.Thost:DieKehlkopftuberculoseamLeben-

denimR6ntgenbild.

著 者 ノ・、 既 二10年 來 喉 頭 ノX線 鳥 眞 二關 シテ研 究 シ

1913Atlasiiberdennormalenu.krankenKehlkopf

desLebendenimR6ntgenbildナ ル著 書 が ア ♪レ。

從 ツテ 本 論 文 二於 テ モ、 正 常 ノ 喉 頭X線 爲 眞像 或 ・・

殊 二Morgagni氏 蜜 、 喉頭 軟 骨 化 骨 化像 等 二就 テ ノ

設 明 が、 コ ノ前 著 書 カ ラ 引用 セ ラ レ、 病 理 解 剖 學 的

方 面 二就 テ ・・殆 ドManasseノ 設 ヲ用 ヰ テ ヰJレ。 今 同

ノ論 文 二・・1926-1929-…-Langenhorn・ …一於 ケ ノレ

Lungenstationデ173例(男132.女41)二 就 テ喉 頭 結

核 症 ノX線 鳥 眞像 ヲ研 究 シテ 報 告 シテ ヰル。 多数 ノ

喉 頭X線 爲 眞像1・ 喉 頭 鏡 所 見像 ト封 照 ス ノレ圖 ヲ掲 載

シ、 諭 明 ヲ加 ヘ テ、 結 核 性 病 攣 ニ ヨ ツ テ 起 ノレ種 々 ノ

之 二相 當 ス ルX線 爲 眞像 二就 テ論 述 シ、 殊 二、Mor●

gagt)i氏 賓 ノ像 ・・喉 頭 結 核 症 診 噺 二 甚 ダ重 要 デァ ノレ

コ1・ヲ圭 張 シテ ヰ ノレ。

喉 頭 結 核 症 二於 テ・・、 徽 毒 二 於 ケァレ ト同 様喉 頭 軟 骨

二特 異 ナ石 灰 沈 著 ヲ シ、 之 レモ 診 噺 上 二興 味 ア ル問

題 デ アル ト シ、 結 核 ト微 毒 トが同 時 二 謹 明 セ ラル ・

症 例 ヲ記 載 シテ、 是 等X線 嘉 眞像 二就 テ論 述 シテ ヰ

ル。(關 根 抄)

自然 籔 胸 ノ夏 型 二就 テ

H.Dorendo㎡:UberdiemeistgutartigeForm

desSpontan・Pneumothorax.

自然 氣 胸 が 一 見健 康 ナ青 年 二 突 然 偶 獲 シ、 良 好 ナ経

過 ヲ ト リ、 且 ツ 屡 く再 號 ヲ ミル コ トがア ノレ事 ハ 珍 ラ

シ クナ イ。 者 者 ノ・BerlinBethanienKrankenhaus

内科 敏 室 デ6例 ノ自然 氣 胸 ヲ経 験 ン、5例 ノ・20歳 、

1例 ・・34歳 デ 阿 レモ年 齢 ノ若 イ、 然 モ仕事 叉 ノ・運 動

シソ ・アル 間 レ 起 ツ テ ヰ ル。 本 論 文 二・・、 不幸 ノ輔

機 ヲ トツ タ2例 ノ 自然 氣 胸 ノ解 剖 所 見 ヲ記載 シ、 從

來 ノ交 献 ヲ引用 シテ 自然 氣 胸 ノ成 因 ヤ此 ノ頁好 ナ ル

経 過 ヲ トル モ ノ ・多 イ コ トニ關 ス ル 考 察 ヲ 下 シテ ヰ

JV。 不 幸 ナ轄 機 ヲ 撮 ツ タ例 ・・、1例 ・・肋 膜 腔 ノ出血

ニ ヨ リ、1例 ・・他 側 ノ肺 及 ビ 心 臓 障 碍 ヲ 詮 明 シタ。

自然 氣 胸 ノ成 因 ノ・肺 臓 ノ結 核 性 病 竈 ノ石 灰 化 叉 ノ・濠

痕 性 萎 縮 ニ ヨル 泡 状 ノ肺 氣 腫 が 破 レ,レコ トニ ヨツ テ

起 ル コ トが 最 モ多 ク、X線 鴇 眞 ニ ヨツ テ、 石 灰 竈 が

見 プ レ、 是 等 が 肺 結 核 初 期 攣 化 群 ナ ル コ トヲ 知 ル。

自然 氣 胸 が 頁 好 ナ経 過 ヲ トル ノノ・、 肺結 核 症 ノ・殆 ド

全 ク 治 癒 シテ ヰ ル モ ノニ起 ル カ ラデ ア ル ト終 リ ー 結

ソデ ヰ ル。(關 根 抄)

恢 復 期 患者 血 清 ヲ以 テ ス ル肺 結 核 治 療 二就 テ

CesareZach:ZurBehandlungderLungentu・

berculosemitRekonvaleszentensemm.

J.Leitner(Beitr5geKlin.TbkB.73.H2;B76H2-

3)及 ビTriolo(1929)ノ ・既 二肺 結 核症 恢 復 期 ニ アJレ患

者 ノ血 清 叉 ノ・血 液 ヲ以 テ 肺 結 核 症 ノ治 療 ヲ試 ミテ、

爾 著 者 共 頁 結 果 ヲ得 タ コ トヲ登 表 シタ、 一 般 二慢 性

ノ経 過 ヲ ト,レ傳 染 性疾 患 殊 二肺 結 核 症 二於 テ ノ・Anti-

genトAntik6rperト 量 的 二 亭 衡 状 態 ノ・色 々ナ 關係

ヲ指 示 シテ ヰ)レ。 何 等 カノ原 因 ニ ヨツ テ、ZF衡 獣 態

力"破ラ レテ治癒 機輔 ガ起 リ、Antik6rperがAntigen

ヲ遙 二凌 駕 ス レバ 不 頁 ナ結 果 ヲ惹 起 ス ル トイ フ考 ヘ

ノモ トニ行 ナ ・・レタ。 恢 復期 ニ ア ル患 者 ノ 血 液 ヲ得

jL・コ トが困 難 ナ鮎 カ ラLeitnerノ ・人 型 菌 ヲ以 テ シタ

トキ ノ牛 ノ血 液 叉 ・・血 清 ヲ用 ヒタ。

著 者 ノ・13例 二就 テ行 ソ タ.治 療 ヲ行 ツ タ 患 者 ノ・何v

モ殆 ド重 症 ナ 活 動 性 肺 結 核 症 デ ア ル。 注 射法 ノ・筋 肉

内深 部 二、 最 初1ccmカ ラ5ccmマ デ5日 ノ間 隔 ヲ

置 イテ・20日 カ ラ3ケ 月 間 ヲ ー 治 療 週 期 トス ル。 著

者 ノ行 ツ タ コ ノ治 療 成 績 ・・何 等 特 別 ナ 成 績 ヲ認 メ ル

コ トが 出來 ナ カツ タ。 要 ス ル ニ、 コ ノ 方 法 ノ・一 般 ノ

刺 戟 療 法 二異 ノレ トコ ロが ナ イ ト著 者 ノ・結 ソデ ヰル。

(關 根 抄)

結 核 性喀 血 ヲ特 二顧 慮 シ テ楡 査 セ ル血 液 ノ

遇 固 性 二及 ボ ス 副 甲 欺 腺 「ホ ル モ ン」ノ影 響

二就 テ

G・F・BumeundT・ じLiu;Zu・Wi・kungdes

parathyreoidea-HormonesaufdieBlutgerinn・
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ung,unterbesondererBorticksichtigungdertu・

bercu1δsenHamoptoe.

Parathyreoidea-Hormonト ノ・Lilly會 肚 製 ノPara-

thormonsト シテx&geeサ レテ ヰ,レ製 剤 デ ア ツテ、Pa。

rathyreoideaト 石 灰 ノi新 陳 代 謝 トノ關 係 カ ラ、 コ ノ

Harmonガ 血 液 凝 固 二及 ボ ス 作 用 力"存在 セ 子バ ナ ラ

ヌ トイ フ考 ヘ カ ラ起 ツ タ モ ノデ ア ル。 本 論 文 ・・貴験

}・臨 脈 トノニ 部 カ ラ成 り、 前 者 ニ ハ13頭 ノ家 兎 ヲ用

ヒ血 液 凝 固時 間 ヲ測 定 シ、凝 固 時 間 ノ短 縮 が謹 明 セ ラ

v、 後 者 ノ部 分 デ ノ・、 結 核 性 喀 血10例 二用 ヒ、9例

ノ・喀 血 が 止 リ、1例 ・・止 マ ラナ カ ツタ、 コ ノ1例 ノ・

他 ノ止 血 刺 ヲ用 ヒ テ モ敷 果 ガ無 カツ タ、 然 シOstelin

(Vitamin・D)ヲ 経 口的 二用 ヒテ止)/ダ 。9例 中2例 ・・

他 ノ止血 藥 ヲ 用 ヒ テ モ 数 果 ガ 無 ツ タ ノ ガParathy-

reoideaHarmonヲ 用 ヒテ始 メ テ 止血 シタ。 最 モ作 用

ノ著 明 二現 バ レル ノノ・、1日 二2--3回 使 用 シタ場 合 デ

ア ノレが、 コ ノ止 血 作 用 ノ 説 明 二就 テ ・・更 二研 究 ノ必

要 が ア ル。(關 根 抄)

結 核 性 贈 膜 炎 二關 ス ル研 究 、 第 一 同報 告 、

結 核 性 磯膜 炎 二劃 ス ル素 質

D.Orosz;StudienUberdieMeningitistuber-

culosa.1.Mitte;lung.DieDispoaitionfUrtube-

rcu16seMeningitis.

本 報 告 ノ・統 計 的観 察 デ ア 」ソテ、 著 者 ノ・、1930迄 約18

年 間Wien大 學 小 見科 数室 二於 テ、 丁 度500例 ノ結

核 性 携 膜 炎 ヲ経 験 シタ。 共 ノ 統 計 的報 告 ヲ 基 礎 トシ

テ、 從 來 ノ 多 数 ノ女 獄 ヲ集 メ テ 比較 封 照 シタ詳 細 ナ

論 丈 デ ア ル。

即 チ著 者 ノ材 料 ニ ョ レバ 、Wien大 學 小 見 科敏 室 ノ

取 扱 ソタ 患 者 総 数 二封 ス ル 結 核 性 脹}膜炎 ノ 百分.率 ・・

1914-1918世 界 大 戦 二於 テ 最 高頂 ヲ呈 シ、 最 近 ・・著

シク減 下 シテ ィ,レ、 特 二注 目ス ベ キ・・、 幼 見 ノ罹 病

激(総 疾 患)ノ・墾 ラナ ヰ ノニ モ 拘 ラ ズ、 補 乳 見 ノ結 核

性 拶 膜 炎 ノ・近 年 著 シク減 少 シタ コ トーデアツ テ 如 何 二

肚 會 術 生 方 面 二注 目ス ベ キ ヵ ヲ如 實 二示 シテ ヰ ノレ。

結 核 性 贈 膜 炎 ノ 罹病 年 齢 ・・、 著 者 ノ例 ト 從 來 ノ文 獄

b合 セ テ、 約2000例 以 上 二 就 イテ ミノレニ、1/5・ ・2

歳 以 下 デ4/5・ ・6歳 以 下 デ ア ル。 性 別 二 於 テ ・・何 等

關 係 が無 イ。 季 節 的 二、 著 者 ノ例 ト丈 献 例 ト合 セ テ

約8000例 二就 イテ観,レ ニ、最 モ多 イ ノノ・、3,4,5/

3ケ 月 デ アル。

盟 質 的素 因 二 關 シテ ノ・特 記 ス ベ キモ ノ ヲ 得 ラ レナ ヵ

録 119

ツ タ。

家 族 晦 素 因 二 關'シテ、 二 三 ノ文 献 ノ・一致 シ タ 報 告 ヲ

記載 シテ ヰ,レ モ ノ モ ア ノレが、 實 地 上 ノ 債値 ・・疑 ハ

シイ。(關 根 抄)

結 核 性 磯 膜 炎 二關 ス ル研 究 、 第 二 回報 告 、

原 獲 性 結 核 症 ト結 核 性 磯 膜 炎 、 眞 性 亜 原 獲

性 及 ビ早 期縷 襲 性 謄膜 炎

D.Orosz:StudientiberdieMeningitistuber

culosa.II.Mitteilung.Primartuberculoseund

Meningitistuberculosa.Echtesubprim5reund

frtihsekund乞reMeningitiden.

第 一 章 二於 ケ ル、 結 核 ノ 初 感 染 ト結 核 性 拶 膜 炎 二就

テ ・・、 小 見 二於 テ ノ・、 結 核 性 鷹 膜 炎 ノ・初 感 染 ニ ヨツ

テ登 シ、 著 者 経験 例124例 ヲ統 計 的 二精 細 二 観1レ ニ

大 盤 二於 テ、 結 核 性 拶 膜 炎 ノ・生 後3ケ 月以 後 ノモ ノ

カ ラ ミラ レ、18ケ 月 位 マ デ壇 加 シテ、 生 後2ケ 月 ノ

モ ノニ ・・遭 遇 セナ イ、 從 ツ テ、 結 核 性 拶 膜 炎 ノ潜 伏

期 ・・、 恐 ラ ク2ケ 刀以 内 デ ア ル ラ シイ。

次 二、 結 核 性 贋 膜 炎1・allergieノ 登 現 、 次 ノ章 デ ハ

結 節 性 紅 斑 ト結 核 性 拶 膜 炎 トノ關 係 ヲ論 述 シテ ヰ ル。

即 チ主 トシテ、経 過 時 間 的關 係 ヲ著 者 ガ各 例 毎 二観 察

シ得 タ44例 ニ ツ イ テ、allergieノ 登 現 ト結 節 性 紅 斑

トノー 致 ス ル事 、 結 節 性 紅 斑 ト拶 膜 炎 トノ關係 、結 核

性 拶 膜 炎 ノ登 病 ト経 過 等 ヲ精 細 二論 述 シテ、結 核 性 膿

膜 炎 ノ潜 伏期 二推 論 ヲ下 シテ ヰル。 氏 ・・al!ergieノ

獲 現 即 チ紅 斑 或 ・・新 ラ シ キ血 膜 「ブ リ〃 テ ン」ノ腰 生 ト

結核 性磯 膜 炎登 現 ノ間隔 ノ・干 均 約5-6週 デ ア ツ テ、

結 核 性 礪膜 炎 ノ経 過 ノ・卒 均3週 間 デ アル。 欄 根抄)

結 核 症 二於 ケ ル扁 桃 腺 ノ關 與

JohannesOtto:DieBeteiligungderTonsillen

beiderTuberculose.

結 核 症 二於 テ、 扁 桃 腺 ・・血 行 性 二叉 ・・吸4k性Resor-

ptiv;一 一侵 サ レル カ、 而 シテ組 織 學 的 二共 ノ所 見 カ ラ

匠 別 シ得 ノレカ ト イフ問 題 二就 テ ノ論 文 デ アJレ。

総 楡査 例 ・・45例 デ、 内41例 ノ・5ヶ 月乃 至12年 ノ小

見 ノ肺 結 核 症 デ、4例 ・・成人 デ ア ル。

咽 頭 扁桃 腺 ヲ殊 二 精 細 二観 察 シ、 且 ツ 血 行 性 感 染 ヲ

知 ノレタ メ頭 蓋 底骨 ヲ モ同時 二楡 索 シテ ヰ ル。

45例 中74%ノ 結 核 性 扁 桃 腺 ヲ謹 明 シ得 タ。

著 者 ・・7例 ヲ特 二 詳 細 二亙 ツ テ 臨 肱 的 虹 二解 剖 的所

見 ヲ 記載 シ、4例 ・・全 均 性血 行 性粟 粒 結 核 症 象結 核

性 彊 膜 炎 ノ 血 行 性 播 種 ニ ヨ,レ 扁桃 腺像 ヲ記 シ、3例
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ハ粘 膜 表面 ヨ リ 吸 牧 性 二起 ツ タ 扁 桃 腺 結 核 ノ所 見 ヲ

記載 シテ ヰ,レ。 帥 チ 前 者 ノ場 合 二於 テ ノ・結 核 結 節 ・・

主 ト シテ 深 部 ノ 淋 巴組 織 ニ ミラ レ、 殊 二、 淋 巴濾 胞

周 園 ノ毛 細 血 管 二詮 明 セ ラ レ、 後 者 ノ場 合 二於 テノ・、

表 在 性 デ、ボ扁 桃 腺 上 皮 下 殊 二 腺 窩 部 上 皮 下 二結 核 性

肉 芽 組 織 が 聚 合 性 二存 在 ス,レ。 然 シ、 コ ノ 雨 者 ノ場

合 ノ医 別 ・・甚 ダ 困難 デ ア リ、 明瞭 二 匠 別 ス ル コ ト・・

早 期 デ ナ ヶ レデ 出 來 ナ イ。

コ ノ扁桃 腺結 核 症 ノ研 究 ・・病 原 論 二就 テ 重 大 問 題 デ

ア リ 扁 桃 腺/ミ ナ ラ ズ、 他 ノ上 氣 道 及 ビ 清 化 器 系 統

ノ淋 巴濾 胞 組織 蚊 二 臓 器 二於 テ モ 傳 染 性 疾 患 二i封 シ

根 本 問題 デア.,レ。(關 根 抄)

骨 系 統 ノ結 核症 二關 ス ル病 理解 剖 畢 的 研 究

EdmundRanderath:Pathologisch・anatomische

UntersuchungenUberdieTuberculosedesKno●

chen・Systems.

本 研 究 ・・骨 結 核 二關 ス ル 精 細 且 ツ膨 大 ナ 論 文 デ ア ツ

テ約150頁 二籐7レ、Dtisseldorf大 學 病 理 學 敏 室Hue・

bschmann敏 授 ノ指 導 ニ ヨJレ。

二 部 分 二 分 タ レ、 第 一 部 ・・、 結 核病 理/総 論 ヲ記 述

シ第 二 部 二於 テ著 者 ノ研 究 報 告 ヲ記 述 シテ ヰ ル。

1928-1930.・.一 、50例 二就 テ検 索 シ、 三 種 類 二分 ツ。

帥 チ第 一 群 ノ・18例 デ、 全 均 性 粟 粒 結 核 症 デ、 第 二 群

ノ・成 人 ノ慢 性 肺 結 核 症22例 、第 三 群 ノ・20例 デ慢 性 ノ

骨 結 核 症 ヲ有 ヌ ル モ ノデ ア ル。

本 編(B.97.H2.)デ ノ・、全 均 性 粟 粒 結 核 症 二於 ケ ル骨

髄 ノ結 核 性 攣 化 ト慢 性 肺 結 核 症 二於 ケ ル 骨 髄 ノ病 攣

二關 シテ ノ ミ分 載 セ ラ レ、 骨 組織 二 限 局 セ,レ慢 性 結

核 症 二關 ス ル 論 文及 ビ結 論 ・・掲 裁 サ レ テ ヰ ナ イ。 績

編 参 照 ノコ ト.(關 根 抄)

Zeitschriftf廿rTuberkuloseBd.60,H.4,1931.

レ線 透 視 二依 ル 所謂 健 康 者 り酋 列 的 検 査 ノ

脛 験

MargretNeumann:WeitereErfahrungenmit

ReihenuntersuchungenangebltchGesundermit

R6ntgenstrahlen。

所 謂 健 康 ト稽 ヌ ル 者3757名 二就 キ」∠線 透 硯 二依 リ検

査 セ ル ニ 内、 看 覗 ヲ 要 ス ル者3.5%ニ シテ爾 其 ノ内

ノ1.7%ノ ・治 療 ヲ要 ス可 キ症 状 ヲ 呈 シタ。 是 等 ノ数

学 ・・先 二行 ・・レタ ル数 次 ノ蛇 列 的 検 査(Reihenunter・

suchung)二 於 ケ ♪レ結 果 ヨ リモ過 大 デ ア ノレガ即 チ其 ノ

理 由 ノ・、 ヨ リ精 密 ナ 透 覗 技 術 ト撒 度 ノ撮 影 ニ ョル。

是 等 危 瞼 二曝 サ レタル 住 民 中加 療 ヲ要 ス ル 結 核 患 者

ノ・大 禮 次 ノ割 合 ニ テ豫 知 セ ラ ル。 帥 チ、0-5歳0%,

6--15歳0.4%、16-30歳2.1%、30歳 以 上 ノ・3.7

%。

直 接 傳染 ノ危 検 二 曝 サ レ才 ル者 、 経 濟 的 二 不 遇 ノ者

(無 料 宿泊 所 ノ浮 浪 人 等)及 ビ 精 紳 病 者 中 二 ・・自魔 セ

ザ;レ結 核 患者 が相 當多 イ。 開放 性 結 核 ・・全 例 中48%

ニ シテ年 齢 ノ・15-30歳 ノ者 二 見 ル。

患 者 ニ シテ 實 際 自覧 シオ ラザ ル モ ノ ・結 核 ノ 鍛 ・・公

表 サ レタ ノレ数 ヨ リ大 デ ア ル。 爾 往 時 更 二 深 ク検 査 ガ

行 ・・レ得 タ ナ ラバ 肺 結核 患 者 ・・更 二多 ク見 出 サ レタ

デ ア ラ ウ。 此/誤 ヲ少 ク ス ♪レタ メ ニ ・・Reihenunter-

suchungヲ 盆i〈 盛 ニ ナ ラ シ ムJレコ ト殊 二 素 質 ア ノレ者

ヲ今 迄 傳 染 源 滑 失 二 封 シ テ 留 意 セ シ以 上 更 二 關 心 ヲ

以 テ看 親 スァレ事 ガ必 要 デ ア ル。(相 澤 抄)

所謂 健 康 者 ニ シ テ レ線 診査 ニ ヨ リ診 断 セ ラ

レ タル肺 結 核患 者 ノ経 過 及豫 後

H.Braeuning:VerlaufundPrognosederjeni.

genLungentuberkulosen,welchewirau冊nden,

wennwirMenschen,eie'sichftirgesundhalten,

mitR6ntgenstrahlenuntersuchengEeichzeitig

einBeitragzurKlinikderTuberkulosisinci'

piensundinapPercepta.

蛇列 的 健 康 診 査 二 於 テ、 レ ン トゲ ン透 覗 二依 リ本 人

達 ノ氣 付 カザ ル ニ 既 二顎 病 初期 ニ ア ル モ ノ或 ・・、 慢

性 ノ 経 過 ヲ トレル モ ノ 自然治 癒 ヲ來 シオ ル モ ノ等 ヲ

多 数 二獲 見 ス ル 事 ヲ述 べ、 殊 二健 康 者 ト稽 ス ル モ ノ

程 蛇 列 的検 査 ノ債 値 ノ 必 要 性 ヲ力設 セ リ。 而 シテ此

ノ事 業 ヲ 充 分 二 途 行 ス,レニ ・・少 ク トモ、 一 萬/人 ロ

ニ封 ジテ ニ千 位 ノ割 デ レ ソ トゲ ン検 査 ヲ 施 行 ス 可 キ

デ ァ ル。 而 ンテ、 開業 讐 モ 唯 軍 二聴 診 ノ ミナ ラ ブ レ

ソ トゲ ン検 査 モ是 等 ト同様 二併 用 ス 可 キ デ ア ル。

最 モ圭 要 ナル コ ト・・適 當 ナ ル時 機 二 結 核 ヲ駿 見 ス ル

コ トニ シテ之 レガタ メ ニ・・唯 箪 二醤 者 が 診 察 ノ際 二

結 核 ノ疑 ヒ ダ ケ ニ 止 メ ズニ進 ンデ 徹 定 的 二肺/レ ソ

トゲ ン検 査 ヲ施 行 ス 可 キ デ ァ ル。

而 シテ氏 ・・男 性42、'女 性85、 合 計127.例 ノ結 核 患 者

二就 キ・1年 以 上 永 キ ・・13年 間 二亙 リ(李 均3年 間)

ソ ノ維 過 ヲ観 察 シテ次 ノ結 果 ヲ表 示 セ リ。
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AlterbeiEntde・

ckungderErkra・Summe

nkung

Geheilt Gebessert

O-一一10Jahrピ

11u.mehrJahre

70

126

49=70%

12=9.5%

10=14%

33=26%

9書{細 一h㎞h愉
P

2=3%

34=27%

2=3%

41=32%

Gestorben

7=10%

6=4.8%

伺 ホ是 等 ノ個 々 ノ経 過 二 就 キテ モ詳 細 二亙 リ表 示 セ

リ。 而 シテ 是 等 ノ数 字 ノ・幼年 期 二 於 ケ,レモ ノ程 、 経

過 及 ビ豫 後 ノ夏好 ナ ル事 ヲ示 シテ キ ル。(帽 澤 抄)

結 核 二劃 ス ルMethylantigenノ 療 法

A.BoquetundL.Nさgre:DieBehandlungder

TuberkulosemitMethylantigen

Boquet及 ビNさgre雨 氏 ・・Methylantigenノ 製 法 、

使 用 法 、 及 ビ ソノ補 膿 結 合 反 磨 二 於 ケ ル 鷹 用 二就 キ

記 述 セ リ、Methylantigens人 類 結 核 ヘ ノ療 法 ノ始 ・・

1923年 以來 ニ シテ 研 究 動 物 ニ ヨJlz結核 實 験 ノ良 好 ナ

ル結 果 二刺 戟 サ レタル モ ノ ナ リ。

Methylantigen・ ・極 ク少 量 ヅ ・長 期 間 二亙 リ培 量 的

二皮 下 二注 射 ス レバ 決 シテ 危 瞼 ナ ル病 竈 ヤ 全 均反 膳

等 ヲ起 ス モ ノデ ノ・ナ イ。 而 シテ 多 量 二 用 ヒル ヨ リモ

少 量 ヅ ・漸 進 的 二用 ヒ ル 方 数 力 多 シ。 長 期 間療 法 ヲ

纒 績 ス レバ 外 科 的結 核 、 殊 二腺 、 骨 ノ結 核 二 於 テ共

ノ攣 化 がア マ リ古 クナ ケ レバ 術 数 力 多 シ、 肺 、 及 ビ

腎結 核 ノ 破 ノレ型 二封 シテ モ、 頁 キ影 響 ヲ及 ボ ス、 肺

患 者 ・・一 般 二 外 科 的 結 核 患 者 ヨ リモ 敏 感 デ ア ル 様 二

思 ノ・レル カラ カ ・ル例 ノ 治 療 二際 シテノ・特 二 愼 重 二

行 フ可 キ デ ア ル。(相 澤抄)

肋 膜 石 茨 沈 著

G.ApitzundG.Frischbier:Pleuraverkalkungen.

既往 二罹 患 セ ノレ肋 膜 炎 後 長 期 間 ノ 後 肋 膜 二 石灰 沈 著

ヲ來 シ且 ソ レ ヲ詮 明 シ得 タ3患 者 二就 テ報 告 ス。

此 ノ石 灰 化 ノ原 因 ニノ・後 肋 膜 炎 性 攣 性 ト組 織 學 的 攣

化 及 ビ血清 中 二、 「カル シ ウ ム」含有 量 ガ 禮 質 的 二高

マ ル事 ガ必 要 デ ア ル。(相 澤 抄)

肝油 給 與 二際 ス ル 胃液 分 泌 二就 テ

HerbertKansch:UberdieMagensaftabson-

derungbeiLebertranverabreichang.(Experi・

mentell-physiologischerBeitragzumStudium

derMagenfunkfion)

(1)

1)胃 ノ中へ 清 息 子 二依 ツ テ溶 液 ヲ注 入 シ テ直接 ノ刺

戟 トシ テ 粘 膜 二作 用 セ シム ル時 胃液 分 泌 ノ影 響 ハ ソ

レニ ヨツ テ果 サ レナ イ。

2)純 粋 ノ肝 油 蛇 ビ ニ健 胃 性 草 本 類 ノ「エ キ ス」ヲ含 ム

様 ナ モ ノヲ 嚥 下 二際 シテ ・・殆 ソ ドー 致 ンテ比 較 的/

酸 度 ノ輕 キ上 昇 ヲ來 タ ス。

3)少 量 ナ ル試 験 量 ノ検 査 二依 ツテ 胃液 ノ酸 度 ノ測 定

・・分 泌 能 力 ニ ソ イ テ ノ剣 定 ヲ可 能 ナ ラ シ ムノレワケ ニ

ノ・イ カ ヌ。
ら

4)全 分 泌 液 ノ測 定 ト調齊椴 與 ノ前 後 二於 ケ ノレソ ノ都

度 ノ分 泌 量 ノ比 較 二依 リ初 メ テ 液形 成 及 酸 ト・ノ關 係

二就 テ設 明 ヲ與 へ 得 。

(π)

1)胃 液 形 成 ・・純 粋 ノ肝 油 ノ投 與 二依 ツ テ少 シク上 昇

ス ル コbガ 経 験 サ レタ(55-122%ノKrauterlebertran

ノ・實 際 高 度 二 液 分 泌 ヲ 促 ス コ トガ 出來;レ(170--226

%)

2)Kr5utertranヲ 與 ヘ タ 後 ノ液分 泌 ノ増 量 ノ・絶 封 的

酸 度 二相 當 セ ル上 昇 ヲ示 ヌ。

3)肝 油 ノ味 ・・肝 油 二 口内 藥 ヲ添 加 ス ル コ トニ依 ツテ

頁 クナ ノレ 叉 食 慾 モ高 マ リ 尚 胃 液 形 成 ノ促進 二依 ツテ

消 化 ヲ頁 クス ル。(相 澤 抄)

S-H・G・Diat二 依 ル結 核 治 療 二際 ス ル血 液 検 査

MartaStamm:Blutuntersuchungenbeider

BehandlungTuberku16sermitderSauerbruch-

Herrmannsdorfer-Gerson。Didt.

53名 ノ結 核 患 者 二就 キ 規 則 的 二食 餌療 法 ヲ施 シ其/

経 過 中 二於 ケ ルBesredka二 依 ル血 液 ノ補 盟 輔 向反

慮 ヲ検 査 シ15例 ノ最 初 陰 性 反 磨 者 ガ該 療 法 中陽 性 輔

化 セ ノレモ ノ ト次 二示 ス 諸 例 トノ結果 ヲ 得 タ リ。 而 シ

テ補 膿 靱 向 反 慮 ノ 陽 性 ナ リ シモ ノノ・臨 脈 的 二充 分 恢

復 セ シ場合 ニテ モ 決 シ テ再 ビ 陰 性 ニ ナ ラ ザ リ シコ ト

ヲ示 セ リ。 即 チ全例 中32例 ノ・陽 性 ノ モ ノ ナ リ、 共 ノ

他 ノ内 、臨 躰 的 二・・頁 方 二向 キ タ ル ニ拘 ラ ズ 爾 陰性

ナ リ シモ ノ2例 。 陽性 ヲ示 セ ル 肺 結 核 患 者 ニ シテ進

行 性 空 洞1'1.ニ シ テ 臨 抹 的 二培 悪 セ シニ 陰 性 トナ レノレ

モ ノ2例 。 進 行 性 空 洞 性 ニ シテ 途 二陰性 二 留 マ リ シ

モ ノ1例 ニ シテ 爾 骨 結 核 ヲ 件 ヘ ノレ1例 ノ・陰 性 ニ シテ

死 亡 セ リ。 淺 絵 ノ15例 ・・即 チ 最 初 ・・陰性 ナ リシ モ

S・H・G・Diat二 依 ノレ治療 中 陽性 ナ レ リ。
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此 ノ観 察 ノ 結 果 結 核 ノ塘 悪 ス ノレモ ノヤ 最 初 カ ラ非 常

二病 朕 ノ悪 イ モ ノノ・陰性 ヲ示 ス事 實 ヲ認 メタ リ。

Ferner・ ・月経 中 ノ モ ノ及 ビ外 科 的 大 手術 後 二 ・・一 過

性 二陰 性 トナ ル1・云 ヘ リ。

尚 別 二8例 ノ狼 瘡 患 者 二Besredka・Probeヲ 行 ヘ ル

ニ快 方 二 向ヘ ノレモ ノ 或 ・・全 ク 治 癒 セ ル モ ノ ニ テ モ陰

性 二終 始 シ唯 二三 ノ モ ノガ 極 輕 度 ノ陽性 ヲ 示 セ ル/

ミナ リ。 卸 チ、 皮膚 結 核 二於 テ カ ・ル 相 違 セ,レ反 磨

ノ生 ズ,レ・・恐 ク結核 毒 素 が 皮膚 ノ 中 二 拘 束 セ ラ の レ

タ メ ニ血 液 中 二 影響 ヲ 及 ボ サ ヌ ノ デ ア ラ ウ。 卸 チ之

vノ・Jesionekノ 説 トー 致 セ ノレモ ノニ シテ皮 膚 ノ・結

核 菌 ヤ ソ ノ毒 素 二i封 シテ 防 禦 的 作 用 ヲス ノレモ ノ デ ア

ル様 二見 ヘ ル。(相 澤 抄)

大 伯 林 二於 ケ ル結 核 症 例 ノ統 計 法 ヲ統 一 ス

ル草 案

OttoGlogauer:Entwurfeinereinheitlichen

BestandsstatistikderTuberkulosef註11einGroB-

Berlin.

現 在 迄 ノ結 核 例 ノ統 計ノ・唯 死 亡 率 共 ノ他 二 依 リ唯 軍

二数 字 的 ニ ノ ミ行 ・・レタ ル モ實 際 ノ 償 値 少 キ 嫌 ア リ

即 チ全材 料 ヲ 臨 肱 白←及 ピ 肚 會 術 生學 的 領域 二於 テ、

各 個 々二 亙 リテ ノ観 察 ヲ以 テ 庭 理 ス 可 キ モ ノ ナ リ ト

ナ セ リ。 而 シテ之 レカ"タメ1930年 ヨ リ各 委 員 ヲ墾 ゲ

テ種 々調 査 協 議 シタ ル 結果 次 ノ成案 ヲ得 タ リ部 チ、

A)Fifrsargefdlle.

B)Uberwachungsfalle.

C)Beobachtungsfalle.

ノ部 二 分 チテ 観 察 ヲ行 ヒ統 計 ヲ取 ノレ可 キ トシ爾 各 部

二亙 リ諸 種 ノ項 目 二細 別 セ ル表 ヲ示 セ リ。(相 澤 抄)

會 報酋雑 報一
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西 川 義 英 北海道帝國大學病院第一外科内

木 田 篤 敬 紳戸市林田庭東尻池町一ノー五

兵庫病院内

本 間 正 純 愛知縣豊橋市石塚

張 敷 宗 中華上海眞如、東南讐學院内

松 枝 勝 夫 金澤市小立野金澤留科大學附圏

磐院谷野内科内

柿 下 正 道 金澤市高岡町三三

大 西 惑 敏 鹿見島市外鴨池日本赤十字肚海

濱院内

馬 久 地 松 都 宮城縣柴田郡大河原町尾形丁

永 井 一 夫 札覗市帝國大學磐學部小見科内

風 間 恒 弘 京都帝國大學留學部眞下内科
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